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早くも桜の咲き始める頃となりましたが、皆さまご健勝のことと存じます。 

京都に縁の深い文化人である庭園作家の重森三玲重森三玲重森三玲重森三玲の足跡と実績を描いた記録映画作品を生み出した、三玲

の四男・貝崙貝崙貝崙貝崙（（（（ばいろん）さんが、「石・砂・苔・水」を完成させた直後に他界されて 1年が過ぎました。 

この機にあたり、重森重森重森重森貝崙貝崙貝崙貝崙さんを追悼する企画として、次のような上映会を開催することとなりました。

つきましては、京都の文化に深い関わりをお持ちの皆様に、上映会のご案内を差し上げる次第に存じます。 

 

とき●2023 年 4444 月月月月 22222222 日日日日（土） 午前午前午前午前 9999 時時時時 40404040 分分分分～正午 〔開場＝9：30〕 

ところ●京都キャンパスプラザ京都キャンパスプラザ京都キャンパスプラザ京都キャンパスプラザ 【第 3講義室】（京都駅より徒歩 5分） 

 

上映作品＝「永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に～闇夜につぶてを投げる人―重森三玲」（2019年／59分）、 

「石・砂・苔・水石・砂・苔・水石・砂・苔・水石・砂・苔・水 ―重森三玲が描く禅とモダン―」（2022年／60分） 

 

★ご希望の方は、お名前（1～2名）・ご所属（団体と部署）・ご連絡先（メール orケータイ）を 

ご記入の上、imagesatellite@hotmail.com へ 4月月月月 8888日（日（日（日（土土土土）まで）まで）まで）までに、お知らせください。 

●当日は、本状を受付までご持参ください。 

 

 

監督＝重森貝崙重森貝崙重森貝崙重森貝崙（ばいろん）（文化記録映画作家） 

1938年京都市生まれ。1960年㈱岩波映画製作所入社。演出部に所属し、記録映画を演出する。代表作に「す

いみん―ＲＥＭ睡眠をめぐって」、「中華人民共和国の農業」（1981年教育映画祭最優秀作品賞受賞）、「中国の食

文化 五部作」「長江悠々」（1997年芸術文化振興基金助成）、「病む人なき未来へ―大豆が救うアボリジニの生活

習慣病」（2005年芸術文化振興基金助成）「乾貨の食文化」、「姑蘇繁華圖―18世紀蘇州の光と影」など。 

重森三玲の四男。2019年にﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾌｨﾙﾑ『永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に永遠のモダンを庭園に～闇夜につぶてを投げる人～』（59 分）を

発表し、三玲の業績を改めて世に知らしめた。2022年 4月 4日に他界、享年 84。 
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代表取締役・プロデューサー 中橋真紀人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  


